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六甲山魅力再発見市民セミナー 

市民セミナーVol.73 
六甲山系のカタツムリ 
／大原 健司 
2009 年 4 月発行 

主催：六甲山自然保護センターを活用する会 

協力：兵庫県立人と自然の博物館 

後援：兵庫県神戸県民局 灘区役所 神戸市教育委員会 

【助成金をいただいている機関】 

コベルコ環境保全基金、灘区役所 

公益信託自然保護ボランティアファンド、 

公益信託ＴaＫaＲa ハーモニストファンド 

 

ヤマザクラとタムシバの歓迎 

平成２１年度最初の市民セミナーは５ヶ月ぶりに
六甲山自然保護センターで開催しました。山上部は
快晴で、ヤマザクラのピンクとタムシバの白などが
目を和ませてくれ、多くのハイキング客も見かけま
した。午前中の環境整備のボランティア活動に１２
名、市民セミナーには２２名が集まりました。 

ライフワークを愉快に語る大原さん 

今回の講師は西宮市貝類館の研究員・大原健司さ
んです。「マチカネワニを発見したボンで有名です」
と自己紹介され、貝類研究家の黒田徳米（とくべい）
氏との出会い、そして西宮市貝類館に勤められた経
緯を語られました。 

講演は１０数億年前の大気の 

生成、４億年前以降にカタツム 

リが誕生したという壮大なお話。 

随所にジョークを鋏んで中国殷 

王朝にまつわる貝貨で締めくく 

られ、聞き手は拍手喝采でした。 

化石の発見から現在の貝類研 

究につながった大原さんのライ 

フワークに感銘を受けました。 

カタツムリは陸に上がった貝 

講演内容の前半は「カタツムリの起源と誕生」で
す。ストロマトライトが酸素のある大気をつくり、
４億年前にオゾン層ができ、生き物が海から陸に上
がる条件ができた。貝が陸に上がってカタツムリに
なったこと、１億年変化していない形態や特徴のあ
る生態・生息環境など、意外性に富んだカタツムリ
への関心をかき立てられました。 

後半は「六甲山系を模式産地とするカタツムリ」

 

で、花崗岩の酸性土壌で原生林が切られた六甲山はカタ
ツムリにとって良い環境ではないと説明されました。条
件の異なる布引や保久良山にはカタツムリがいます。 

ギューリキマイマイなど、神戸開港時代の外国人が発
見して報告し、模式産地が神戸になっているカタツムリ
などが５～６種います。 

カタツムリは外観の形態をほ 

とんど変えずに、様々な地域で 

順応して１億年以上生き延びて 

います。その一方、移動性が低 

いので、大きな木を１本切った 

だけで死ぬような影響を受けま 

す。大原さんは、カタツムリは 

環境調査の指標動物としても大切にしたい、と強調され
ました。 

カタツムリは環境指標動物 

六甲山でカタツムリを見ることが減ったという声も
聞きます。今回は棲息環境としても良くないことを知
り、カタツムリを通じて環境を考えたいと思います。 

※詳しくは、１、２ページをお読みください。 

講師：大原
おおはら

 健司
け ん じ

さん 

プロフィール 

1946 年生まれ大阪市出身。甲南大学
理学部卒業後、民間企業勤務。貝類
学者・黒田徳米氏に師事して貝類を
研究。1999 年西宮市貝類館設立時に
民間企業を退職し学術研究員となる。 

 

 第 73 回テーマ： 

六甲山系のカタツムリ 

    講演内容 

●わたしとカタツムリのかかわり 

●カタツムリの起源と誕生 

●六甲山系を模式産地とする 

カタツムリ 

 

                        実施日：平成２１年４月１８日（土） 

         午後１時～ ３時４５分  

      場 所：六甲山自然保護センター 

                                  

西宮市貝類館 

今回は、貝の研究者のお話を伺えるという 

事で、このセミナーを心待ちにしていました。 

保育士の私にとってカタツムリは保育の必 

需品です。また３年前より調査を始めた二つ 

池で、小さな二枚貝を見つけていました。 

非常にわかりやすい内容で、オオケマイマ 

イは成長すると殻の周囲の毛がなくなる事や、小さな二枚貝
は、ドブシジミであることを教えていただき、貴重なカタツ
ムリの標本まで拝見出来て参加したカイがありました。 

参加の感想  久門田 充さん 

 

 

 

貝を含む漢字「貧」 

カタツムリの標本 
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講演の挨拶（大原 健司さん） 

西宮市貝類館で貝類の研究をし
ています。今日は私と西宮市のコマ
ーシャルを兼ねてカタツムリのお
話をします。 

講演内容 

１．わたしとカタツムリのかかわり 

■高校生のとき、マチカネワニを発見 
昭和３９年、１８歳のとき豊中の待兼山で阪大

工学部の移転工事があった。週１回、工事現場に
へばりついて化石採集をしていた。ある日、後ろ
足の骨と脊髄、肋骨を拾った。頭骨が出て、ワニ
だということで大騒ぎになった。全長８ｍの大き
なワニで、トヨタマヒメイア・マチカネンシスと
名づけられた。大学受験の真っ最中で、お陰で１
年浪人をしたが、私のライフワークになった。 

 
 
 
 
 

■貝類研究家の黒田氏に師事 
３０歳を過ぎ、田中角栄の日本列

島改造論が出た後、千里山丘陵はコ
ンクリートで固められて原型がなく
なった。貝類研究家の黒田徳米とい
う人を紹介された。その頃８０歳。
小学校しか出ていないが、植物の牧
野富太郎と並び称される、日本の貝
類研究の礎をつくった人だった。 

２．カタツムリの起源と誕生 

■ストロマトライトが酸素のある大気をつくった 
かつて地球の大気に酸素はごくわずかしかな 

く、窒素と炭酸ガス
がほとんどを占めて
いた。１０数億年前、
ストロマトライトと
いう光合成バクテリ
アが現れ、二酸化炭
素とカルシウムを合
成して酸素を放出し
はじめた。ストロマ 

トライトは世界中に広がり、空気中の酸素濃度は
徐々に上がった。４億年前にオゾン層ができて、
地表に降り注ぐ紫外線が抑えられた。生き物が海
から陸に上がれる条件ができた。その頃、貝も陸
に上がってカタツムリになったと言われている。 

■雌雄同体は子孫の生産性を高めるため 
 カタツムリは大きく「前鰓（ぜんさい）類」と
「有肺類」に分けられる。前鰓類は雌雄が別で、
眼が触覚の根元にある。有肺類は雌雄同体で、触
覚の先に眼がついている。有肺類は殻に蓋を持っ
ていないので、捕食動物にかじられてしまう。子
孫の生産性を高めるために雌雄同体になったと考
えられる。 

貝類の進化の大きな流れとして、ナメクジ化が
ある。イカやタコも１億年前には殻を持っていた。
陸貝でも殻を捨てるグループがあり、今後数千万
年経つと、殻を捨てるタイプがどんどん増えるだ
ろう。 

■カタツムリは高山にも砂漠にもいる 
海の巻貝で４万５千種、カタツムリは３万３千

種いる。カタツムリはツンドラの永久凍土近くに
もいるし、シリアの砂漠地帯にもいる。ヒマラヤ
の高度４０００ｍのところにもいる。インド亜大
陸が５千万年前にユーラシア大陸にぶつかってか
ら、５０００万年かけて高度に順応した。 

■「恋の矢」がカタツムリの仲を取り持つ 
一般的なカタツムリは２対触角を持っている。

大部分は草食だが、ごくわずかに肉食のグループ
もいる。大きなカタツムリは約１０年生きる。年
をとると歯が減るので、歯で年齢がわかる。 

生殖口は頬にある。交尾の前に、炭酸カルシウ 
ムでできた「恋矢
（れんし）」を伸ば
して相手の頬をつ
つき、「ええか？」
と確認する。了解を
とると頬を擦りあ
ってお互いの精子
を交換する。両方が
妊娠し、卵を４～５
０個を産む。 

■カタツムリの１年間 
桜が咲く頃、冬眠から目覚める。この頃はもの

 

市民セミナー 
１．あいさつ：１３：００～１３：１０ 
２．講  演：１３：１０～１４：４０ 
３．休  憩：１４：４０～１４：５５ 
４．質疑応答：１４：５５～１５：４５ 
 

第７３回テーマ：六甲山系のカタツムリ 

 

第７３回市民セミナーの流れ 

講演 

●わたしとカタツムリのかかわり 

●カタツムリの起源と誕生 

●六甲山系を模式産地とするカタツムリ 

大原さん 

マチカネワニ 

黒田 徳米 

くろだ とくべい 

恋矢を突き出すカタツムリ 

ストロマトライト 

お土産にタカラガイを 

いただきました 
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質疑応答 

カタツムリがナメクジに変わるのはなぜ？：貝殻は
乾燥を防ぎ、内臓を守る目的がある。貝殻を捨てる
と束縛がなくなり、行動性が良くなる。温帯以南の
地域では貝殻を捨てるのが恒常化するだろう。 
昔、父がナメクジを飲んでいたのを見たのですが：
山間部ではタニシやカタツムリは貴重なタンパク
源となる。ほんの数十年前まで食べていたという話
をよく聞く。 

まとめ(大原さん) 

カタツムリは古くに誕生して、外観の形態をほと
んど変えず、内部変化だけで１億年以上生き延びて
います。高山・寒冷地から砂漠地帯、あらゆる地域
に順応して生きています。 

カタツムリは指標動物としては一番良いのでは
ないでしょうか。移動性が高い動物と比べて調査が
しやすく、幼稚園児でも捕まえられます。環境の変
化をいちはやく受け、大きな木を１本切って、風の
通りが変わっただけで死ぬこともあります。昆虫な
どに比べると分類しやすく、死殻だけでも分類でき
るので分布調査がしやすいです。カタツムリは環境
調査の指標動物としても、大切にしていかないとい
けないと思います。 

事務局より 

１０数億年前から歴史をたどって、現在につなが
るお話をしていただきました。噛み砕いたお話で、
カタツムリの豊富な話題に驚きました。中国、殷王
朝の貝貨から始まる歴史の話もしていただきまし
た。西宮市貝類館にもぜひ足をお運びください。 

 

すごく食べる。そして相手を見つけて産卵する。
梅雨を迎えて大雨が降ると、木に登る。これは雨
を喜んでいるのではなく、水に溺れないようにあ
わてて逃げているのだと思う。夏、乾燥すると死
ぬので殻の入口に薄い膜を張る。１０月末頃に白
い分厚い膜を張って冬眠に入る。最低限の呼吸を
して体の乾燥を半年間防ぐ。 

■カタツムリの主な棲息環境（一部） 
樹上性：日本のグループは、産卵交接期には木か
ら下りるが、世界には一生木の上で過ごすカタツ
ムリもいる。このため、わずか５０ｍ離れた木で
も別の進化を遂げて、違う種類になった例がある。
海浜性：満潮のラインから２～３０ｍぐらいまで
しかいない。産卵は海の中でする。４億年前に海
から陸に上がったカタツムリの原型ではないか。 

海の貝でも、陸のカタツムリでもほとんど右巻
きで、左巻きは数パーセントしかいない。平たく
巻いている貝の場合、巻き方が異なると生殖門が
違うサイドになって、交接しにくくなるので、左
巻きはごくわずかしかいない。 

２．六甲山を模式産地とするカタツムリ 

■六甲山はカタツムリにとって良い環境ではない 
六甲山では、明治時代までに燃料として多くの

木が切られた。六甲山を形成する花崗岩は酸性。
カタツムリの殻―つまり炭酸カルシウムはアルカ
リ性で、酸性土壌にはカタツムリは少ない。保久
良山や布引の滝周辺は花崗岩ではないので、カタ
ツムリがいる。 

■六甲山が模式産地のカタツムリ 
模式産地が神戸になっ

ているカタツムリが５、
６種類いる。明治時代、
神戸が開港してヨーロッ
パ商人が大勢やってき
た。彼らが六甲山や布引
の滝で見つけて、新種と
して報告したのだろう。 

◆参加者の声（岩浅 敬由） 

・大原先生のお話は、ユーモアの中にも、生息環境
や生態まで、丁寧に説明いただき、本当に興味深
いものでした。一度、安藤忠雄さん設計の「西宮
市貝類館」に足を運んでみたいと思います。大原
先生に心より感謝です。 

◆参加者：２２名（５０音順・敬称略） 
浅井 審一 伊澤 信雄 泉 美代子 岩浅 敬由
岩木美寿雄 大原 健司 岡  敏明 岡谷 恒雄 
久門田 充 香西 直樹 辻  吉彦 坪田 義治 
寺本真砂子 冨井 善之 堂馬 英二 堂馬 佑太 
南部 哲夫 長谷川友彦 松井 光利 村上 定広 
八木  浄 米村 邦稔 

市民セミナーVol.73 
六甲山系のカタツムリ 
/大原 健司 
2009 年 4 月発行 
 

◆参考・配布資料など 

・スライドとレジュメ： 
「カタツムリの世界」  

・「海辺からのたより
No.14」西宮市貝類館  

・カタツムリ貝殻標本 
 

西宮市貝類館 研究員 
大原 健司 おおはら けんじ 
〒662-0934 西宮市西宮浜 4-13-4 
電話：0798-33-4888 FAX：0798-33-5885 
E-mail: nishikai@nishi.or.jp 

 

世界各地のカタツムリ標本 

コウベマイマイ（葛井氏撮影） 

ギューリキマイマイ 

アワジウツミギセル 


